
総合リハ・40 巻 11 号・2012 年 11 月 1475　

■次号予告■ 第 40巻 12号（2012 年 12月号）

■脳卒中維持期のリハビリテーション
現状と課題  …………………………………………………………………小倉リハビリテーション病院　浜　村　明　徳
医学管理  ………………………………………………………………………………………新天本病院　清　水　祥　史
施設でのリハビリテーション  ………………………熊本機能病院総合リハビリテーションセンター　山　永　裕　明
在宅でのリハビリテーション  ……………………………………………………………佐久総合病院　藤　井　博　之
復職支援  ……………………………………………中国労災病院勤労者リハビリテーションセンター　豊　田　章　宏
■巻 頭 言：ビルバオのラジオ局から  ………………………………………国立病院機構八雲病院　石　川　悠　加
■講　　座　医療安全・リスクマネジメント
　　　　　　4．リハビリテーションとインフォームド・
　　　　　　　　 コンセントの用件  ………………………慶應義塾大学健康マネジメント研究科　前　田　正　一
■実践講座：核医学の今
　　　　　　3．腫瘍領域における核医学診療の現状
　　　　　　　　 ―骨軟部腫瘍を中心として  ……………………金沢大学附属病院核医学診療科　滝　　　淳　一・他

パーキンソン病の高頻度転倒者の要因検討
　―転倒恐怖の観点から  ……………………………………熊本機能病院作業療法科　中　薗　寿　人・他
非利き手での箸操作練習を継続した際の筋活動と操作時間，
　操作印象との関係  ………………………………………弘前大学大学院保健学研究科　上　谷　英　史・他
大　œ 骨近位部骨折術後回復期リハビリテーションにおける二重課題トレーニングの効果
　  ……………………………………………………………常葉リハビリテーション病院　栗　田　泰　成・他
頭蓋咽喉腫術後に認知機能障害を生じた若年例に対する就労支援
　  ………………………………国立障害者リハビリテーションセンター病院　土井（後藤）あかね・他

研究と報告

症 例 報 告

■連　　載：臨床研究入門
　　　　　　研究計画書と研究費獲得  ……………………………………………………北海道大学　生　駒　一　憲
■連　　載：体力向上のための運動プログラム
　　　　　　慢性呼吸器疾患患者の運動プログラム  ………複十字病院呼吸ケアリハビリセンター　吉　田　直　之
■Sweet  Spot：文学に見るリハビリテーション  ……………………………………筑波大学人間系　高　橋　正　雄
　　　　　　：映画に見るリハビリテーション  …………………札幌学院大学人文学部人間科学科　二　通　　　諭
■学会報告：第 33 回中国四国リハビリテーション医学研究会
　　　　　　　  ……………………………………………………川崎医科大学リハビリテーション科　石　井　雅　之

〈バックナンバーと特集テーマ〉
ここに掲げた各号については，当社に在庫がございます．
これ以前の号については東亜ブック（�171－0014東京都
豊 島 区 池 袋4－13－4，�03－3985－4701，FAX 03－3985－
4703，E－mail:st@toabook.com，http:／／www.toabook.com／）
にお問い合わせ下さい．
第 38 巻（2010 年）
第12号　リハビリテーションにおける質の評価
第 39 巻（2011 年）
第  1 号　再生医療―臨床応用へ向けての現状と課題
第  2 号　転倒予防とリハビリテーション
第  3 号　小児リハビリテーション―最近の動向
第  4 号　物理療法のエビデンスとトピックス
第  5 号　認知症リハビリテーションの EBM
第  6 号　内科疾患の運動療法―課題と展望
第  7 号　脊髄損傷―社会生活上の課題
第  8 号　慢性疼痛へのアプローチ

第  9 号　スポーツ障害のリハビリテーション
第10号　ハイリスク状態のリハビリテーション
第11号　運動器の 10 年―成果と課題
第12号　脳卒中リハビリテーションの新しい展開
第 40 巻（2012 年）
第  1 号　診療報酬からみたリハ―疾患別リハ導入のその後
第  2 号　重症心身障害児のリハビリテーション
第  3 号　東日本大震災とリハビリテーション
第  4 号　頸肩腕部痛へのアプローチ
第  5 号　（増大特集）リハビリテーション Q & A
第  6 号　ボツリヌス治療とリハビリテーション
第  7 号　リハビリテーションにおける動作解析
第  8 号　リハビリテーション病棟と看護師
　　　　―病棟創りへの提言
第  9 号　視覚障害者のリハビリテーション
第10号　装具―最先端と臨床
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